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漁川右岸地区

地区の概要

地区の現状と課題
地区内の排水施設は、畑利用の増加や泥炭土に起因する地盤沈下の進行により
排水能力が不足し、湛水被害の発生により農作物の収穫量が不安定である。
また、排水施設の老朽化も進んでいる。
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キャベツほ場の湛水状況（H30.7)

被害面積

H26.9 85㎜ 109ha 28ha

H28.8 100㎜ 100ha 31ha

H30.7 93㎜ 110ha 81ha

R4.8 87㎜ 87ha 28ha

被害発生年月 湛水面積降雨量

10年に4度(２～３年に１度)の湛水被害が発生

排水機の油漏れ・塗膜劣化

鋼矢板護岸の腐食による開孔

柵板の破損

令和４年農業産出額(推計)

■多様な農産物を生産。関東・関西等へも供給
・本地区は千歳市及び恵庭市に位置する農業地帯で札幌市近郊の立地
を活かし、都市住民の需要に応じた多種多様な農産物を生産・供給
している。
・関東・関西を主体として全国の消費者へも供給する重要な食料生産
地域である。

■消費者への直接販売
地域の多様な農産物は、道の駅に設置された直売所「旬菜の
館（千歳市）」や「かのな（恵庭市）」で販売。
地区内でその日の朝に収穫された野菜も生産者自ら店舗へ配
送・陳列し、鮮度の高い野菜の安定供給を行っている。近郊
の都市住民を中心に賑わい、その販売額は増加傾向。

「かのな」の店内「旬菜の館」の店内



事業目的

排水施設の整備

地域の目指す姿

排水量の増加に対応した排水施設の整備をすることにより、農地の湛水被害の解
消及び施設の維持管理の軽減を図り、農業生産性の向上及び農業経営の安定に資
する。

排水機ポンプ設備
の整備（イメージ）

排水機の整備（イメージ）

排水路の整備（イメージ）

関 係 市：千歳市、恵庭市
受益面積：2,039ha

（田1,396ha、畑643ha）
事業工期：令和７年度～
主要工事：排水機４箇所（新設、改修）

排水路８条L=17.3km（新設、改修）

■地域所得の向上と食料の安定供給
全国の消費者の需要に応じた多様な農産物の生産拡大および
地域の所得向上と消費者への食料安定供給を実現

キャベツの収穫 ばれいしょの収穫


